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石見神楽

徳

新

年

の
ご

あ

い
も

つ
　

，́

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

会
員

の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
と
も
ど
も
輝
か
し
い
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、
島
根
県
警
友
会
連
合
会

の
活
動
各
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

厳
し

い
国
際
情
勢
、
不
安
定
な
国
内

政
局
、
異
常
気
象
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
人
口
減
少
、
物
価
高
騰
な
ど
な
ど
特

に
高
齢
者
に
は
厳
し
い
時
代
が
続
き
ま

す
。
ま
た
、毎
年
ど
こ
か
で
災
害
が
発
生
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
複
雑
化
す
る
特
殊
詐

欺
、
匿
名
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
犯
罪
等
治
安
情
勢
も
ま
す
ま
す
厳
し

島
根
県
警
友
会
連
合
会

会

長

藤

く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

あ
る
雑
誌

の
コ
ラ
ム
欄
に
、
ア
今
だ

け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
」
十
数
年
前

に
目
に
し
て

「
自
己
チ

ュ
ー
」

の
社
会

風
潮
を
う
ま
く
象
徴
す
る
言
葉
だ
と
感

心
し
た
。
近
頃
目
に
し
な

い
の
は
そ
ん

な
風
潮
が
廃
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
む

し
ろ
そ
れ
が
当
た
り
前

の
社
会
に
な

っ

て
し
ま

つ
た
か
ら
で
は
な

い
か
？
』
と

あ
り
ま

し
た
。

ま

さ

に
同
感
―
自

己

チ

ュ
ー
は
、
自
分

フ
ア
ー
ス
ト
だ
か
ら

自
分
に
は
甘
く
、
他
人
や
社
会
に
は
厳

し
く
不
寛
容
で
あ
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
の
許
容
基
準
も
厳
し
く
な

り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
容
赦
な

い
ほ
ど
た
た
く
。

何
か
時
代

の
流
れ
が
急
で
あ
り
、

つ
い

て
い
け
な

い
ア
ナ

ロ
グ
人
間
と
し
て
は

つ
ら
い
世
の
中
で
す
。
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令和 8年 1月 5日 (2)塾
言

し ま ね第40号

関
連
が
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
全
国
的
に
警
友
会

の
入
会
率

が
減
少
し
会
員
数
が
減
少
傾
向

で
す
。

島
根
県
も
例
外
で
は
な
く
厳
し

い
状
況

が
続

い
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、

公
務
員
の
定
年
延
長
、
年
金
受
給
年
齢

の
引
き
上
げ
等
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大

雑
把
に
言
え
ば
こ
れ
も
時
代

の
流
れ
な

の
で
し
ょ
う
か
。

警
友
会
か
ら
の
島
根
県
警
察

へ
の
支

援
、
協
力

の
あ
り
方
、
ま
た
警
友
会

の

諸
活
動
も
時
代
に

マ
ッ
チ
し
た
も
の
に

見
直
す
な
ど
、

し
な

や
か
に
柔
軟

に

対
応
で
き
る
警
友
会
に
し
な
く
て
は
い

け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
，
な
か

な
か
良
案
も
思

い
つ
か
ず
悪
戦
苦
闘

の

日
々
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
り

一
層

の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
島
根
県
警
察

の
益

々
の
ご
活

躍
ご
発
展
と
会
員
皆
様

の
ご
家
族
共

々

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年

の
あ

い
さ

つ
と

い
た
し

ま
す
。

島
根
県
警
察
本
部
長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。警

友
会
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
年
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。皆

さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
地
域

の
安

全
安
心
活
動

へ
多
大
な

る
貢
献

を

い

た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

つ
き
ま
し

て
、
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
警

察
活
動
各
般
に
わ
た
る
深

い
御
理
解
と

御
協
力
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
県
の
治
安
情
勢
に

つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
刑
法
犯
認
知
件
数

は
、
近
年
増
加
傾
向

で
推
移

し
、
特

に

「
匿
名

。
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
」

が
関
与
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
特
殊
詐

欺
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資

・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

中

村

振

一
郎

の
被
害
が
著
し
く
拡
大
し
ま
し
た
。

県
内

の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
は
、
昨

年

の
死
亡

。
重
傷
者
の
合
計
数
は
、
近

年
と
同
水
準
で
推
移
し
、
ま
た
、
死
亡

・

重
傷
者
に
お
け
る
高
齢
者
が
占
め
る
割

合
も
依
然
と
し
て
四
割
弱
と
高

い
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年

の

島
根
県
警
察
と
し
ま
し
て
は
、
運
営
指

針
を
昨
年

に
引
き
続
き
、
「
県
民
を
守

る
強
く
優
し

い
警
［察
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
運
営
指
針
を
基
本
と
し
て
、
変
化

す
る
治
安
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
、
県

民

の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
た

め
、
諸
対
策
を
推
進

し

て
ま

い
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
警
友
会
会
員

の
皆

さ
ま
と

の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た

い
と
考
え

．ず

鰈

宦

拶薔

て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
御
理
解
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し

上
げ
ま
す
。
終
わ
り
に
、
皆
さ
ま
方
並

び
に
御
家
族

の
益

々
の
御
活
躍
、
御
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

悛

辣・|



13)令和 8年 1月 5日 警 友 し ま ね 第40号

警察本部長の紹介
島根県警察本部長 略歴

なか むら

中村
しん いち ろう

〇平成11年 4月
○平成17年 4月
○平成18年 8月
○平成19年 1月

○平成20年 8月

○平成22年 4月
○平成23年 9月
○平成23年 12月

○平成24年 2月
○平成25年 1月

○平成29年 3月
〇平成30年 4月
○平成30年 10月

○令和 2年 3月
○令和 3年 3月
○令和 5年 8月
○令和 6年 8月

振一郎(49歳)覇撃曇学鮮

警察庁採用
岩手県警察本部刑事部捜査第二rIP長
防衛庁運用企画局事態対処課
防衛省運用企画局事態対処課

警察庁交通局交通指導課課長補佐
警察庁交通局交通企画課課長補佐

警察庁交通局交通企画課付兼長官官房人事課付 (外務省研修所 )

警察庁生活安全局生活安全企画課課長補佐

財団法人交流協会台北事務所
警察庁長官官房人事課付・課長補佐

警察庁長官官房総務課課長補佐
警察庁長官官房会計課課長補佐・理事官
愛知県警察本部警備部長   ‐
警察庁長官官房総務課留置管理室長兼取調べ監督指導室長

原子力規制委員会原子力規制庁長官官房安全規制管理官 (核セキュリテイ担当)

埼玉県警察本部警務部長

警察庁生活安全局生活経済対策管理官

繹
1   0令 和 7年 8月      島根県警察本部長
t ‐ ‐_ ‐  |‐  ‐  ‐ _.‐     ‐  ‐ ‐

令
和
七
年
度
、
第

一
回
理
事
会
、

令
和
七
年
七
月
二
五
日

（金
）
午
後
四
時
か
ら

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に
お
い
て
令
和
七
年
度
、

第

一
回
理
事
会
、
評
議
員
会
を
開
催
し
、
次
の
議
案

（議
案
は
、
理
事
会
、
評
議
員
会
と
も
に
同
様
で
す
。
）

に
つ
い
て
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
事
項

第

一
号
議
案
　
令
和
六
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案
　
令
和
六
年
度

一
般
会
計
収
支
決
算

報
告
書
及
び
令
和
六
年
度
積
立
金

会
計
決
算
報
告
書

第
三
号
議
案
　
令
和
七
年
度
事
業
計
画

（案
）
（四

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

第
四
号
議
案
　
令
和
七
年
度

一
般
会
計
収
支
予
算

書

（案
）
（四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

第
五
号
議
案
　
役
員

（会
長

・
副
会
長
）
の
選
出

に
つ
い
て

報
告
連
絡
事
項

田
　
役
員

（理
事
、
監
事
）
の
指
名
に
つ
い
て

②
　
全
国
警
友
会
連
合
会
総
会
及
び
中
国
警
友
会

連
絡
協
議
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

講
　
演
理
事
会

・
評
議
員
会
終
了
後
に
、
島
根
県
警
察
本

部
生
活
安
全
部
参
事
官

竹
村

史
嗣
に
よ
る
ご
講
演 評

議
員
会
の
開
催
に
つ
犠
て

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

題
名「特
殊
詐
欺
被
害
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
」

役
員人ム
　
長

（再
）
伊
藤
　
一
成

（松
江
警
友
会
）

副
会
長

（旧
）
榊
原
　
優
二

（松
江
警
友
会
）

（旧
）
山
根
　
捷
之

（出
雲
警
友
会
）

（旧
）
岡
本
　
　
榮

（浜
田
警
友
会
）

（新
）
河
村
　
英
夫

（松
江
警
友
会
）

（新
）
多
久
和
明
男

（出
雲
警
友
会
）

（新
）
田
中
　
英
三

（浜
田
警
友
会
）

理
　
事

（再
）
宇
山
　
　
洋

（安
来
地
区
警
友
会
）

（再
）
一呂
尾
　
羊

一

（雲
南
地
域
警
友
会
）

（再
）
村
上
　
正
行

（益
田
警
友
会
）

（旧
）
釜
田
　
　
彰

（大
田
警
友
会
）

（新
）
坂
田
　
和
朗

（大
田
警
友
会
）

監
　
事

（再
）
杉
原
　
知
行

（出
雲
警
友
会
）

（旧
）
園
山
　
　
降

（松
江
警
友
会
）

（新
）
広
瀬
　
　
勉

（松
江
警
友
会
）



第40号 整
言 友 し ま ね 令和 8年 1月 5日 (4)

1 役員会及び理事会の開催
2 島根県警友会連合会評議員会の開催
3 全国警友会連合会総会への出席
4 中国警友会連絡協議会への出席
5 島根県警察官支援の会への出席
6 地区警友会事業活動に対する助成
7 警察活動に対する支援、協力活動の推進
11, 殉職・物故「警察職員慰霊祭J出席及び献花
12)警察学校初任科卒業生に対する記念品の贈呈

(3)「県下逮捕術、柔道・剣道大会」への出席

及び会長杯の授与

14,「県下けん銃射撃大会Jへの出席及び会長
杯の授与

15‐ 「年頭点検J「自バイ大会Jへの出席、激励
16 その他警察活動に対する支援、協力
8 米寿会員への記念品料の贈呈
9 新規会員に対する警友会会員記章の斡旋
10 ご逝去会員遺族への弔電
11 会員名簿の作成配布

12 会報 (警友しまね)の発行
13 たいよう共済加入募集支援

○収入

者y・… … … … …・・ … … … …・・・ 466,400Fl

費…………………………… 708,800円

入…・………………………… 145000円

計…………………………………… 1,320,200円

○支出

初任科卒業生記念品 ………………… …… 140,000円

慰霊祭供花料………………………………………………………20,000円

会報の発行………………………… ………… 220,000円

慶 弔 費………………………………………68,400円
全警連年会費……… ………………………… 23,000円

県警察官支援の会々費……………・…………・・lo,000円

県防犯連合会々費……………………………… 10,000円

警察活動支援費…… ………………………… 200,000円

地区警友会事業助成費…… ……………………50,000円

功労者表彰記念品 …̈………………………………………… 3,500円

全警連総会…………………………………………… …………80,000円

中警連連絡協議会………………………………………… 100,000円

県警連評議員会…………………… ………… 120,000円

役員会及び理事会… ………………………… 60,000円

通  信  費… ………………… …………… 60,000円
事  務  費……………………… …………・・80,000円
予  備  費 … ……………………………… 75,300円
合    計………………………………… 1.320.200円

前 年 度 繰 越

地  区 会
雑   収
合

察署べの島根県警友会連合会会長杯め渡与
'こ

う|い|で

辣讐

今
年
度
、
島
根
県
警
察
県

下
術
科
大
会
に
お
い
て
、
小

中
規
模
署
が
参
加
す
る
柔
道

及
び
剣
道
団
体
二
部
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い

島
根
県
警
友
会
連
合
会

で

は
、
二
部
団
体
戦
優
勝
チ
ー

ム
の

「
会
長
杯
」
を
寄
贈

い

た
し
ま
し
た
。

六
月

一
一
日
に
開
催
さ
れ

た
柔
道
及
び
剣
道
団
体
二
部

に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
大
田

警
察
署
が
優
勝
し
た
こ
と
か

ら
、
九
月

一
七
日
、
大
田
警

友
会

坂
田
和
朗
会
長
か
ら
、

大
田
警
察
署
の
柔
道
監
督

松

本
真
太
郎

彗
百部
及
び
同
署
剣

道
監
督

堀

勇
樹

巡
査
部
長

に
今
回
寄
贈
し
た

天
バ
長
杯
」

を
授
与
し
ま
し
た
。



15)令和 8年 1月 5日 警 友 し ま ね 第40号

笙
囃
郎
屹
会
運
食
会
Ｌ
鶉
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

燎
亜
ｙ
蜃
鸞
囃
警
渕
畿
巡
褪
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

令
和
七
年
六
月

一
七
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

「
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門

ア
ーヽ
お

い
て

一‐令

和
七
年
度
全
国
警
友
会
連
合
会
定
時
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
島
根
県
か
ら
は
伊
藤
会
長
が
出
席

し
ま
し
た
ｃ

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
①
令
和
六
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
②
理
事
の
選
任

（案
）
、

０
監
事
の
選
任

（案
）
、
④
諮
問
委
員
の
承
認

（案
）
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
全
て
、
全
会

一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年

一
〇
月
三
日
、
山
国
市
の

「
セ
ン
ト
コ
ア
山
口
」
に
お
い
て

「第
五
十
四
回
中
国

警
友
会
連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
島
根
県
か
ら
は
、
伊
藤
会
長
、
河
村
副
会
長
、
折
戸
事

務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
催
県
で
あ
る
山
口
県
警
友
会
岡
野
会
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
各
県
か
ら
の

課
題
等
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
協
議
、
情
報
交
換
等
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。最
後
に
、
次
回
開
催
県
を
鳥
取
県
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一一摯一．一

■
゛

○
令
和
七
年

一
月
六
日

「
警
友
し
ま
ね
」
第
三
九
号
を
作
成
し
、

会
員
及
び
関
係
先

へ
配
布
し
た
。

○
令
和
七
年

一
月
二
三
日

警
察
学
校
に
お
い
て
、
警
察
本
部
年
頭
点

検
が
実
施
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出
席
し
警

察
官
を
激
励
し
た
。

○
令
和
七
年

一
月
三

一
日

警
察
学
校
に
お
い
て
、
初
任
科
第

一
七
六

期
卒
業
式
が
実
施
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出

席
し
て
警
友
会
記
念
品
を
授
与
し
た
。

○
令
和
七
年
三
月
五
日

特
殊
詐
欺
防
止
活
動
の
推
進
に
資
す
る
た

め
、
島
根
県
警
察
本
部
に

「
詐
欺
電
話

防
止
デ
ザ
イ
ン
入
リ
フ
ア
イ
ル
バ
ッ
グ
」

五
〇
〇
枚
を
寄
贈
し
た
。

年頭点検

初任科第176期卒業式授与式 (生活安全部長室 )



令和 8年 1月 5日 (6)ねまし塾
言

第40号

○
令
和
七
年
五
月
三

一
日

東
部
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県

下
白
バ
イ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長

が
出
席
し
激
励
し
た
。

○
令
和
七
年
六
月
四
日

松
江
市
の

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に

お
い
て
、
島
根
県
警
察
官
支
援
の
会
が
開

催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出
席
し
た
。

○
令
和
七
年
六
月

一
七
日

東
京
都
千
代
田
区
の

「
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
」
に
お
い
て
、
全
国
警
友
会
連
合

会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が

出
席
し
た
。

○
令
和
七
年
六
月

一
〇
二

一
日

県
立
武
道
館
に
お
い
て
、
県
下
逮
捕
術
、

柔
道

・
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会

長
が
出
席
し
、
会
長
杯
を
授
与
し
た
。

○
令
和
七
年
七
月
二
五
日

松
江
市
の

「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
」
に

お
い
て
、
島
根
県
警
友
会
連
合
会
第

一
回

理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
を
合
同
説
明
方

式
に
よ
り
開
催
し
、
令
和
六
年
度
事
業

・

決
算
報
告
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画

・
予

算
案
、
役
員
の
選
任
等
に
つ
い
て
審
議
し
、

各
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
評
議
員
会
終
了

後
、
警
察
本
部
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
た
。

○
令
和
七
年
八
月

米
寿
該
当
者
九
名
に
対
し
伊
藤
会
長
名
で

記
念
品
料
を
贈
呈
し
た
。

○
令
和
七
年
九
月
二
六
日

警
察
学
校
に
お
い
て
、
初
任
科
第

一
七
七

期
卒
業
式
が
実
施
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出

席
し
、
警
友
会
記
念
品
を
授
与
し
た
。

○
令
和
七
年

一
〇
月
三
日

山
口
市
の

「
セ
ン
ト
コ
ア
山
口
」
に
お
い

て
、
第
五
十
四
回
中
国
警
友
会
連
絡
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
当
県
か
ら
は
、
伊
藤
会

長
以
下
三
名
が
出
席
し
た
。
次
年
度
は
、

鳥
取
市
に
お
い
て
開
催
予
定
。

○
令
和
七
年

一
〇
月

一
六
日

警
察
本
部
に
お
い
て
、
永
年
勤
続
職
員
表

彰
式
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会
長
が
出
席
し
、

祝
辞
を
述
べ
た
。

県下白バイ大会

県下逮捕術大会県下柔道・剣道大会

県警友会連合会理事会・評議員会

涎
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［

ねまし 第40号

○
令
和
七
年

一
〇
月
三
〇
日

警
察
学
校
に
お
い
て
、
殉
職

・
物
故

「警

察
職
員
慰
霊
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
伊
藤
会

長
が
出
席
し
、
献
花
を
行

っ
た
。

松
江
警
友
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
物
価
高

騰
等
、
環
境

の
変
化
に
対
応
す
べ
く
二
五

年
ぶ
り
に
年
会
費
を
五
〇
〇
円
値
上
げ
し
、

二
五
〇
〇
円
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
関

連
し
て
、
長
寿
会
員
と
勲
章
受
章
者
に
対
す

る
お
祝
い
金
の
増
額
と
米
寿
以
上
の
高
齢
会

員
の
年
会
費
を
免
除
す
る
よ
う
規
定
を
改
正

し
ま
し
た
。

六
月
の
定
期
総
会
の
席
上
、
出
席
さ
れ
た

長
寿
会
員
、
勲
章
受
章
者
に
お
祝

い
金
を
お

渡
し
し
、
祝
意
を
表
す
と
と
も
に
、
欠
席
者

に
は
別
途
、
お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

席
上
、
一年
寿
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
か

ら
力
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
今
、
定
年
制
延
長
の
影
響
等
で

全
国
的
に
新
規
会
員
の
加
入
率
が
低
下
す
る

中
、
当
会
は
新

規
会
員
九
人
を

お
迎
え
し
ま
し

た
。
新
規
会
員

の
方

々

へ
は
、

会
長
の
歓
迎
挨

拶
文
、
会
員
記

章
、
当
会
の
諸

行
事
、
会
費
の

納
入
方
法
等
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
資
料
を
お
送
り
し
て
今
後
の
活

動

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
当
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「松
江

警
友
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
Ｌ
警
友
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

・
バ
ン
ク
」
や

「大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
島
根
県
警
友
会
連
合
会
の
協
力
に
関
す
る

協
定

（県
警
と
県
連
合
会
間
の
協
定
と

に

つ
い
て
現
状
に
適
合
す
る
よ
う
見
直
し
の
協

議
を
始
め
て
お
り
、
今
後
、
役
員
会
、
幹
事

会
、
総
会
に
諮

っ
て
対
処
し
て
参
り
ま
す
Ｇ

松
江
警
友
会
は
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和

二
五
年
五
月
に

「松
江
さ
つ
き
会
」
と
し
て

発
足
、
昭
和
三
五
年
五
月
、
島
根
県
警
友
会

連
合
会

の
発
足
と
と
も
に

「
松
江
警
友
会
」

に
名
称
を
変
更
し
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま

す
。
発
足
当
時
は
、
占
領
軍
か
ら
の
圧
力
な

ど
ご
苦
労
が
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
当
会

の
目
的
の

「会
員
相
互
の
親
睦
及
び
連
絡
を

図
る
」
と

「警
察
活
動

へ
の
協
力
を
推
進
す

る
」
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
対
応
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年

一
〇
月
に
県
警
と
防
犯
連
合
会
等
か

ら
当
会
に
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
講
演
会

ヘ

の
出
席
要
請
が
あ
り
、
役
員
を
中
心
に
動
員

し
て
ご
支
援
し
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で
、
講

師
の
東
北
大
学
荒
井
教
授
か
ら

「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
楽
し
く
あ
る
べ
き
」
「参
加

し
や
す
い
負
担
の
少
な
い
活
動
」
等
を
考
慮

し
な
い
と
長
続
き
し
な
い
旨
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
視
点
は
警
友
会
活
動
に
も
通

じ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
先

人
の
志
を
偲
び
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
に
も

対
応
し
、
警
友
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し

な
が
ら
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

安
来
地
区
警
友
会
は
、
現
在
会
員
数
三

一

名
で
す
が
、
本
年
久
々
に
二
人
の
新
入
会
員

が
加
わ
り
、若
千
若
が
え

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

会
と
し
て
の
活
動
は
、
い
た

っ
て
不
活
発

と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
個
々
と
し
て
は
、

各
地
域
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
に
参
加

す
る
な
ど
、
社
会

へ
の
貢
献
活
動
に
汗
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
せ
め
て

一
年
に

一
回
は
全

員
参
加
で
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
の
趣
旨
で
、

一
〇
月
二
三
日
に
安
来
市
内
に
お
い
て
、
総

会
及
び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
現
職

へ
の
支
援
や
年

一
回
の
総
会
は
今

後
と
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
中
し
合
わ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
間
で
ラ
イ
ン
グ
ル
ー

プ
を
結
成
し
、
連
絡
網
を
構
築
し
て
い
る
と

こ
ろ
、
半
数
以
上
が
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

会
運
営
の
充
実
、
円
滑
化
と
諸
費
用
の
縮
減

に
資
す
る
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
．

総
会
終
了
後
、
川
岡
安
来
署
長
以
下
幹
部

九
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
懇
親
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
恒
例
の
岩
佐
大
師
範
夫
妻
の
安

来

節

披

露

も

あ

っ
て
大

い
に

盛

り

上

が
り
、

会
員
相
互
や
現

職

の
皆
様
と
の

距
離
も

一
層
近

づ

い
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
、
有

意
義
な

一
夜
と

な
り
ま
し
た
。

永年勤続職員表彰式警察職員慰霊祭

松江警友会長寿会員のお祝い

|‐ 1ヽ11t‐ 1よ妻およ11111■■■■

安来地区警友会総会記念撮影



第40号 墜
言 ねまし 令和 8年 1月 5日 18)

令
和
七
年
度
も
、
六
月
に
雲
南
市
某
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
恒
例
の
警
友
会
総
会
と
雲
南

警
察
署
の
門
脇
署
長
以
下
幹
部
を
お
招
き
し

て
盛
大
な
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

例
年
に
な
い
猛
暑
の
中
で
奮
闘
さ
れ
て
い

る
雲
南
警
察
署
員
の
県
下
術
科
大
会
で
の
躍

進
を
祈
念
し
、
こ
の
度
は
総
会
提
案
に
よ
り

激
励
費
を
増
額
致
し
ま
し
た
。

雲
南
地
域
警
友
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
署

内
で
の
再
任
用
者
や
地
域
安
全
推
進
員
、
少

年
補
導
員
な
ど
継
続
的
に
署
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

全
国

・
県
内
で
は
、
ト
ク
リ
ュ
ウ
等
の
反

社
勢
力
に
よ
る
詐
欺
や
各
種
犯
罪
が
後
を
絶

た
な
い
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
協
力
し
よ
う

と
、
生
活
安
全
課
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
「国

際
電
話
利
用
休
止
設
定
申
請
」
な
ど
の
施
策

に
つ
い
て
警
友
会
で
働
き
か
け
を
し
、
Ｏ
Ｂ

関
係
家
庭
の
過
半
数
が
設
定
申
請
を
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
普
及
促
進
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。治
安
情
勢
の
変
化
や
署
の
警
察
運
営
も
改

草
さ
れ
る
中

で
、　
浄
」

警
友
会

の
署

へ
の

関
わ
り
方
も
変
化

し
て
き
て
い
ま
す

が
、
今
後
と
も
広

大
な
雲
南

エ
リ
ア

に
点
在
さ
れ
る
住

民
の
安
全
安
心
を

強
固
に
し
、
か

つ

持
続
的
に
発
展
す

る
地
域
と
な
り
ま
す
よ
う
積
極
的
に
協
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
根
前
会
長
の
後
任
に
指
名
さ
れ
ま
し
た

多
久
和
明
男
で
す
。
山
根
前
会
長
を
は
じ
め

諸
先
輩
方
の
御
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
頂
き
つ
つ
、
任
期
を

全
う
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会
員
は
、
新
年
度
に
新
入
会
員
二
名
を
迎

え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
退
会
者
や
物
故
者

も
あ

っ
て
、
現
在
、　
一
九
七
名
と
な
り
ま
し

た
。
四
月

一
四
日
に
役
員
会
、
六
月
六
日
に

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
通
常

の
予
算
決
算
審
議
の
後
に
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
関
心
の
的
で
あ
る

「高
齢
者
の
運
転
免
許

更
新

（認
知
症
検
査
）
と
交
通
事
故
防
止
」

に
つ
い
て
、
会
員
で
交
通
安
全

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
森
脇

一
晃
さ
ん
か
ら
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
遠
藤
署

長
な
ど
署
の
幹

部

の
皆
さ
ん
を

お
招
き
し
、
幹

事
長

の
角
博
信

さ
ん
の
マ
ジ

ッ

ク
シ
ョ
ー
を
楽

し

み
な

が
ら
、

昔

の
手
柄
話
に

花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
恒
例
の
県
下

術
科
大
会
や
出
雲
神
話
祭
り
雑
踏
警
備
を
支

援
し
た
ほ
か
、
今
年
は
、　
一
〇
月

一
三
日
に

行
わ
れ
た
出
雲
大
学
駅
伝
警
備
も
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
自
身
も

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
、
特
に
今
年
は
、
釜
瀬
さ
ん
が

中
防
連
の
防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
る

な
ど
、
安
全
で
安
心
な
出
雲
市
の
実
現
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

四
月

一
二
日
役
員
会
に
続
き
、
六
月
七
日

大
田
駅
前
の

「光
」
食
堂
に
お
い
て
、
須
山

大
田
警
察
署
長
を
は
じ
め
警
察
署
幹
部
の
皆

様
方
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き
総
会

・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
親
会

で
は
、

警
察
署
長
、
幹
部

の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
警
友
会
会
員
出

席
者
の
全
員
が

一

人
ひ
と
り
自
己
紹

介
に
合
わ
せ
て
、

今
昔

話

を

披

露

し
、
会
場
全
体
が

盛
り
上
が

っ
た
と

こ
ろ
で
、
来
年
度
も
元
気
に
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
を
約
束
し
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

県
下
術
科
大
会
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら

柔
道
並
び
に
剣
道
の
部
で
、
二
部
が
新
設
さ

れ
、
優
勝
チ
ー
ム
ヘ
警
友
会
会
長
杯
が
授
与

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

九
月

一
七
日
大
田
警
察
署
署
長
室
に
お
い

て
、
今
年
度
二
部
優
勝
の
大
田
警
察
署
柔
道

並
び
に
剣
道
団
体
戦
チ
ー
ム
の
監
督

へ
警
友

会
を
代
表
し
て
新
し
い
優
勝
杯
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
改
め
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

強

い
警
察
署

で
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
思

い
、
健
康
に
留
意
さ
れ
県
民
に
安
全
と
安
心

を
与
え
、
治
安
維
持
に
尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
員
の
現
況
で
す
が
、
年
齢
か
ら
く
る
病

気
や
体
力
の
衰
え
に
負
け
ま
い
と
、
大
半
の

方
が
体
力
及
び
健
康
維
持
の
た
め
、
老
体
に

鞭
打

っ
て
農
作
業
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

中
で
も
コ
メ
作
り
は
異
常
気
象
で
水
管
理

に
昔
労
し
、
野
菜
は
出
来
が
悪
く
、
ブ
ド
ウ

ハ
ウ
ス
は
小
動
物
に
荒
ら
さ
れ
る
と
い
っ
た

具
合
で
散
々
で
し
た
。

支
部
と
し
て
の
活
動
で
す
が
、
会
員
数
七

名
と
県
下
最
小
会
員
数
で
あ
り
、
広
い
郡
内

に
散
在
し
て
生
活
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

何
ら
か
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
顔

を
合
わ
す
こ
と
が
殆
ど
な
く
、
交
通
街
頭
監

視
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域
防
犯
活
動
、

自
治
会
役
員
等
、
会
員
の
個
人
的
な
活
動
が

中
心
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
と
し
て
術
科

大
会
出
場
選
手

へ
の
激
励
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

本
年

度

は
、

数
少
な

い
会
員

の

一
人
が
七
三

歳
で
亡
く
な
ら

れ

る
と

い
う
、

悲
し
い
出
来
事

が
あ
り
、
今
後

会
員
数
の
増
加

が
見
通
せ
ず
会

雲南地域警友会総会記念撮影

出雲警友会総会後の懇親会

大田警友会総会・懇親会

川本署管内で交通街頭監視活動
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員
は
高
齢
化
す
る
ば
か
り
で
、
今
後
の
警
友

会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
郡
内
出
身
者
の

方
で
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

江
津
警
友
会
で
は
、
六
月

一
九
日
、
江
津

市
内

「会
館
吾
妻
」
に
お
い
て
、
会
員

一
六

名
が
出
席
し
令
和
七
年
度
の
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
冒
頭
、
こ
の
一
年
間
に
逝
去

さ
れ
た
物
故
会
員
二
名
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
各
議
案
の
審
議
等
を
行
い
。
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
っ
た
懇
親
会
に
は
、
二
年
ぶ
り

に
江
津
警
察
署
か
ら
長
崎
署
長
ほ
か
四
名
の

署
員
の
皆
様
に
出
席
を
い
た
だ
き
、
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
な
が
ら
お
い
し
い
お
酒
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（飲
め
な
か
っ
た
会
員
の
皆

さ
ん
は
ご
め
ん
な
さ
い
）

ま
た
、　
一
一
月
に
は
今
年
も
恒
例
と
な
っ

て
い
る
会
員
有
志
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
行

い
、
プ

レ
ー
の
合
間
に
は

茶
菓
を
共
に
し
な

が
ら
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

今
年
も
江
津
警

友
会
を
挙
げ
て
の

警
察
支
援
活
動
は

行
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
会
員
の
中

に
は
個
別
に
協
力

活
動
を
行

っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
今

後
も
で
き
る
こ
と
か
ら
地
道
に
取
り
組
ん
で

行
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
会
員
は
三
〇
名
で
す
。
最
近
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
寂
し
い
こ
と
ば

か
り
考
え
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
江
津
警

友
会
は
令
和
八
年
も
頑
張

つ
て
参
り
ま
す
。

猛
暑
が
続
く

中
、
八
月
二
六

日

（
火
）、
浜

田
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

に
お

い
て
、
岡

本

会

長

以

下

一
六
名
が
出
席

し
て
令
和
七
年

度
警
友
会
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
岡
本
会
長
及
び
武
田
浜
田
警

察
署
長
の
挨
拶
に
続
き
、
各
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
岡

本
会
長

の
退
任
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
田
中
新
会
長
以
下
新
た
な
役
員
体
制
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
新
た
に
二
名
が
警
友
会
に
仲
間

入
り
さ
れ
、
会
員
数
は
七
〇
名
と
な
り
ま
し

た
。総
会
終
了
後
、
場
所
を
隣
の
会
場
に
変
え
、

浜
田
警
察
署
員
と
共
に
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
お
互
い
の
近
況
や
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
て
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

益
田
警
友
会
で
は
、
八
月
三
〇
日
に
会
員

一
七
名
が
参
加
し
て

「令
和
七
年
度
益
田
警

友
会
総
会
」
を
開
催
し
、
本
年
度
の
事
業
計

画
等
の
議
案
が
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
総
会
で
は
、
中
尾
署
長
様
か
ら

「管
内

の
治
安
情
勢
と
警
察
署
の
取
組
重
点
」
等
の

お
話
を
、
生
活
安
全
課
長
様
か
ら

「特
殊
詐

欺
被
害
の
現
状
と
対
策
」等
の
お
話
を
伺
い
、

改
め
て
治
安
維
持
に
取
り
組
む
警
察
の
厳
し

い
現
状
を
知
り
、
そ
の
支
援
の
必
要
性
を
痛

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
総
会
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
、
警
察
署
幹
部
の
方
を
交
え
近
況
や

昔
話
で
多

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

一
〇
月
二
五
日
に
は
、
恒
例
の

「
一
日
研

修
会
」
を
会
員
及
び
ご
家
族
二
四
名
が
参
加

し
て
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
研

修
会
は
、
益
田

法
人
会
が
主
催

す
る
市
民
公
開

講
演
会
を
聴
講

す
る
も

の
で
、

今

年

の
講

師

は
、
お
笑
い
芸

人
の
ゴ
ル
ゴ
松

本
氏
で
、
演
題
は

「命
の
授
業
」
で
し
た
。

ゴ
ル
ゴ
松
本
氏
の
講
演
は
、
漢
字
の
由
来
や

歴
史
か
ら
、
人
と
し
て
の
生
き
方
や
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
、
お
笑
い
を
交
え
な
が
ら
予

定
時
間
を
三
〇
分
も
超
え
る
も
の
で
、
魂
の

こ
も

っ
た
熱

い
授
業
の
講
演
で
あ
り
ま
し

た
。
講
演
会
終
了
後
に
は
、
茶
話
会
を
行

い
、

短
い
時
間
で
し
た
が
会
員
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も

「
し
ま
ね
安
全
ド
ラ
イ
ブ

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
警
察
署
の
お
誘

い
を
受

け
、
会
員
及
び
ご
家
族
を
含
め
二
六
名
が
参

加
し
、
署
員
の
皆
様
と

一
緒
に
無
事
故
無
違

反
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
賛
助
支
援
や
、
益
田
警
察
署

へ
の
県
下

術
科
大
会

。
歳
末
特
別
警
戒
等
の
活
動
支
援

を
行

っ
て
い
ま
す
。

益
田
警
友
会
は
、
現
在
会
員
六

一
名
で

諸
々
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
相
互
の
親
睦
を

図
り
、
警
察
署
支
援
を
継
続
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

社
会
も
警
察
組
織
も
時
代
の
流
れ
に
伴
い

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
我
々
の
現
役
時

よ
り
も
本
当
に
大
変
だ
ろ
う
と
感
じ
る
と
と

も
に
そ
の
中
で
の

一
生
懸
命
さ
に
頭
が
下
が

る
思
い
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

数
点
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

○
総
会

・
懇
親
会
の
開
催

九
月
五
日
、

旅
館

「
明
月
」

で
の
開
催
、
総

会
は
高
齢
化
、

健
康
上
の
理
由

で
五
名
と
少
な

か

っ
た

で
す

が
、
昨
年
新
規

入
会
さ
れ
た
道

江津警友会総会記念撮影

浜田警友会総会記念撮影

益田警友会一日研修会

鹿足郡警友会総会・懇親会
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仙
道
弘
、
渡
邊
英
夫
氏
が
初
め
て
参
加
、
大

変
有
難
く
思
い
ま
し
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
は
、
金
築
洋

一
署
長
以

下
七
名
と
道
仙
氏
ご
同
伴
の
奥
様
も
ご
出
席

い
た
だ
き

一
三
名
で
開
催
、
最
初
は
全
員
緊

張
気
味
で
し
た
が
、
自
己
紹
介

の
順
番
を

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
て
ス
タ
ー
ト
す
る
と
場

は

一
変
、
話
し
が
尽
き
な
い
ほ
ど
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
後
日
こ
の
様
子
を
自
称

「広
報

部
長
」
の
加
藤
会
員
が
ア
ル
バ
ム
風
に
作
成
・

配
布
、
全
員
大
喜
び
し
ま
し
た
。
ま
た
例
年

県
連
合
会
開
催
後
に
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
遅
い
、
交
流
機
会
が
少
な
い
、
春
に
も
や

れ
Ｈ
」
と
の
大
き
な
声
が
出
て
、
来
年
か
ら

は
二
回
は
実
施
す
る
つ
も
り
で
す
。

○
各
種
術
科
大
会
へ
の
激
励

剣
道
で
は
今
年
も
大
会
前
の
稽
古
に
会
員

も
参
加
、
猛
者
も
い
て
本
気
で
や
り
ま
し
た
。

打
ち
上
げ
に
も
参
加
、
若
い
署
員
と
大
い
に

歓
談
で
き
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
後
日
談

で
す
が
、
津
和
野
剣

道
連
盟
の
選
手
と
し

て
署
員
数
人
が
各
種

大
会
に
出
場
、
女
性

の
部
で
は
個
人

・
団

体
で
の
優
勝
も
あ
り
、
有
難
く
思
い
ま
し
た
。

○
米
寿
会
員
へ
の
記
念
品
贈
呈

一
〇
三
歳
の
竹
内
信
雄
会
員
に
続
き
米
寿

と
な
ら
れ
た
三
宅
貞
寿
会
員

へ
記
念
品
を
贈

呈
、
お
二
人
と
も
健
康
で
過
ご
し
て
お
ら
れ

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思

っ
て
い
ま
す
。

当
会
は
、　
一
一
名
と
少
な
い
で
す
が
、
そ

の
中
で
何
が
出
来
る
の
か
を
模
索
し
な
が

ら
、
全
員
で
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

こ
の
度
、
代
木
前
会
長
か
ら
伝
統
あ
る
島

後
警
友
会
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
高
野
で

す
。経
験
豊
富
な
先
輩
方
の
御
指
導
を
仰
ぎ
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら
任

期
を
全
う
し
た
く
思
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
新
入
会
員
の
入
会
は
な
く
、
島

後
警
友
会
会
員
は
現
在
人
名
で
す
が
、　
一
人

一
人
が
で
き
る
限
り
の
範
囲
で
、
少
人
数
な

が
ら
も
力
を
あ
わ
せ
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。今
年
度
は
、
地
元
隠
岐
の
島
警
察
署
の
活

動
支
援
と
し
て
、
六
月
に
術
科
大
会
に
向
け

た
激
励

へ
警
察
署
を
訪
れ
た
り
、
八
月
に
は

西
郷
港
で
署
員
が
主
体
と
な

っ
て
行
な
わ
れ

た
警
察
官
募
集
活
動
、
防
犯
及
び
交
通
安
全

の
広
報
啓
発
活
動
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
五
日
に
は
、
町
内
の
隠
岐
シ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｉ
に
お
い
て
、

会
員
六
名
が
出
席

し
、
令
和
七
年
度

島
後
警
友
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
冒

頭
に
物
故
会
員

へ

の
黙
祷
を
捧
げ
た

後
、
各
議
案
の
審

議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
隠
岐
の
島
警
察
署
か
ら
特
殊
詐

欺
等
の
発
生
状
況
の
説
明
や
特
殊
詐
欺
等
被

害
防
止
対
策
の
協
力
依
頼
を
受
け
、
改
め
て

警
友
会
と
し
て
隠
岐
の
島
警
察
署
の
活
動
を

支
え
て
い
く
決
意
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
署
員
の
方
を
交
え
た

懇
親
会
を
開
催
し
、
平
塚
署
長
を
は
じ
め
警

察
署
幹
部
の
皆
様
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な

り
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

島
前
警
友
会
は
、
現
在
七
名
と
少
人
数
で

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
新
た
な
入
会

者
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
会
員
が
管
内
三
島
に
点
在
し
て
生

活
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
会
員
全
員
が

揃

っ
て
活
動
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
会

員
各
自
が
各
島
の
居
住
地
管
内
に
お
き
ま
し

て
、交
通
監
視
や
見
守
り
活
動
な
ど
の
ほ
か
、

各
自
治
体
で
の
各
種
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
遭

う
お
そ
れ
の
あ
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
等
の

防
犯
活
動
や
、

交
通
死
亡
事
故

抑
止
等
の
交
通

安
全
活
動
に
つ

い
て
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
度
は
、

会
員
の
高
齢
化
や
家
庭
的
な
諸
事
情
等
も

あ

っ
て
、
今
年
度
の
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
、

よ
り
多
く
の
会
員
が
集
ま
り
、
浦
郷
警
察
署

長
を
は
じ
め
署
員
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、

総
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

稽古への参加

令和七年度島後警友会総会

島根県警友会連合会役員名簿
県連役職名 地区警友含役職名 氏  名 住 所
顧    間 松江警友会 竹崎 輝雄 松江市

顧    問 松江警友会 岩垣 保寿 松江市

顧   間 松江警友会 雪野  博 松江市

会   長 松江警友会 伊藤 一成 松江市

副 会 長 松江警友会 河村 英夫 松江市

冨」会 長 出雲警友会 多久和明男 出雲南

日J 会 長 浜田警友会 田中 英三 浜田市

理   事 安来地区警友会 宇山  洋 松江市

理   事 雲南地域警友会 高尾 羊一 雲南市

理   事 大田警友会 坂田 和朗 大田市

理   事 益田警友会 村上 正行 益田市

監   事 松江警友会 広瀬  勉 松江市

監   事 出雲警友会 杉原 知行 出雲市

評 議 員 松江警友会 園山  隆 松江市

評 議 員 安来地区警友会 後藤 史男 安来雨

評 議 員 安来地区警友会 大和  操 安来市

評 議  員 雲南地域警友会 松岡日出夫 雲南市

評 議 員 雲南地域警友会 若槻  満 仁多郡奥出雲田T

評 議 員 出雲警友会 苦|‖  浩貝‖ 出雲市

評 議  員 大田警友会 松山 隆久 大田市

評 議  員 大田警友会 大屋 卓己 大田市

評 議  員 邑智郡警友会 岡田 昭夫 邑智郡邑南冊T

評 議 員 邑智郡警友会 玉川千鶴子 邑智割,1本田T

評 議 員 江津警友会 佐田尾ヨ‖● 江津市

評 議 員 江津警友会 横田 勝美 江津市

評  議 員 浜田警友会 万代 大夫 浜田市

評  議 員 浜田警友会 昌子 靖志 浜田市

評 議 員 益田警友会 佐田 昌穂 益田市

評 議 員 益田警友会 坂根 恭平 益田市

.T 議 員 益田警友会 増野 利夫 益田市

評 議 員 鹿足郡警友会 鹿足郡津和野町

評 議 員 鹿足郡警友会 加藤 茂樹 鹿足郡吉賀町

評 議  員 鹿足郡警友会 金子 義則 鹿足郡津和野町

評  議  員 島後警友会 高野 長樹 隠岐郡隠岐の島町

.T 議 員 島後警友会 坂本 喜則 隠岐郡隠岐の島町

評 議 員 島前警友会 渡部 弘行 隠岐郡海士田T

評 議 員 島前警友会 り本 博 樹 隠 1支郡知美村

事 務 局 長 折戸  誠 松江市

事務局次長 長谷 IT紀 松江市 浦郷署管内での街頭活動
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叙
勲
受
章
者

（
敬
称
略
・順
不
同
》

次

の
会
員

の
皆
様
方
が
晴

れ

の
栄
誉
あ

る
受
章
を
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
益

々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一一〓一一一一一一一一一一一一一一

塩
満
　
　
彰
　
（大
田
警
友
会
）

竹
内
　
敬
夫
　
（益
田
警
友
会
）

土
井
　
雄
二
　
（松
江
警
友
会

能
美
　
　
一象
　
（松
江
警
友
会
）

溝
　
繁

一
郎
　
（松
江
市
）

闊
鶉
躊
饒
又
繹
漑
醸
警
轟
藤
事
●

（松
江
警
友
会
）

（出
雲
警
友
会
）

（出
雲
警
友
会
）

（松
江
警
友
会
）

（松
江
市
）

（出
雲
警
友
会
）

（浜
田
警
友
会

（松
江
市
）

豊
ヲ
や叙
軋

赳

華ｍ

・・・・・・・一一一一一

木
村
　
孝
夫
　
（浜
田
警
友
会
）

佐
々
木
　
勉
　
（松
江
警
友
会
）

末
廣
　
政
勝
　
（松
江
警
友
会
）

竹
内
美
紀
雄
　
（松
江
警
友
会
）

宮
里
　
隆
志
　
（江
津
警
友
会
）

村
上
　
　
誠
　
（松
江
警
友
会
）

晰酪黎諫祓酪鼈鉤贔輻鶉曖攀令颯晰辣鰊聰購攣鞭鑢躊機輩嫌摯一〓一一一一一一一一

雑
賀
　
　
誠
　
（出
雲
警
友
会
）

高
島
　
武
雄
　
（松
江
市
）

中
田
　
敏
幸
　
（浜
田
警
友
会
）

肥
後
　
美
元
　
（出
雲
警
友
会
）

三
島
大
吉
郎
　
（出
雲
市
）

豊

春
の
櫃
蒻

宮 三 中 中 塔 月 高 赤
廻 明 原 岡 村 森 橋 山

紀 勝 行 敏 好  幸 和
博 二 雄 美 広 勝 成 雄

春の叙勲受賞者

“

云達式出席者のみ)秋の叙勲受賞者 (伝達式出席者のみ)

九 五
月 月
生 生

米
寿
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

益

々
、
ご
壮
健
で
ご
活
躍
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

県
警
友
会
連
合
会
で
は
、
御
祝
金
を
贈

り
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

《
鰺
饉
警
凸
薇
》

林
　
　
芳
臣
　
昭
和

竹
元
　
末
男
　
昭
和

西
村
　
征
治
　
昭
和

中
村
　
和
三
　
昭
和

三
年

　

一
月
生

三
年
　
ニハ
月
生

三
年

一
一
月
生

三
年

一
一
月
生

《
癬
攘
踪
は
警
凩
量
》

家
島
　
末
生
　
昭
和

一
三
年

一
一
月
生

仄
炒
量
警
趙
会
》

杉
原
　
耕
治
　
昭
和

一
三
年

金
築
　
一旦
夫
　
昭
和

一
三
年

《
麗
選
扮
警
凩
畿
》

三
宅
　
貞
寿
　
昭
和

一
三
年
　
一二
月
生

《
冬
鱗
警
眩
畿
▽

砂
月
　
信
義
　
昭
和

一
三
年

　

一
月
生

米
寿
警
友
会
員

九
名

（昭
和

一
二
年

一
月

一
日
か
ら

昭
和

一
三
年

一
二
月
三

一
日
生
）

《
敬
称
略

。
順
不
同
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し ま ね 令和 8年 1月 5日 Ca

一新
会
員
紹
介

《敬
嚇
略
●
服
‐―不‐伺
〉

卜
●
〓

☆
松
江
警
友
会

（八
名
）

石
飛
　
昇

　

卯
木
　
剛

　

窪
田
浩
仁

高
橋

一
徳

　

南
場
美
佳
子

堀
内
　
宏

　

若
槻
晴
夫

　

渡
部
　
哲

☆
安
来
地
区
警
友
会

（
二
名
）

金
津
　
稔

　

田
村
　
信

☆
雲
南
地
域
警
友
会

⌒三
名
）

勝
部
　
潤

　

乗
本
　
匠

　

渡
部
弘
己

☆
出
雲
警
友
会

（二
名
）

杉
原
　
治

　

布
野
吉
朗

☆
大
田
警
友
会

⌒四
名
）

浅
田
和
弘

　

大
野
友
幸

　

大
屋
卓
己

森
山
明
弘

☆
浜
田
警
友
会

（
二
名
）

青
木
　
剛

　

原
田
春
喜

☆
益
田
警
友
会

（三
名
）

上
田
哲
三
　

上
田
い
ず
み

内
部
英
男

☆
鹿
足
郡
警
友
会

（
一
名
）

永
見
麗
司

令
和
六
年

一
二
月

一
日
か
ら
令
和
七
年

一
一
月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
、
警
友
会
員
は
次
の
方
々
で
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

ご
逝
去
年
月
日

（年
齢
）

［松
江
警
友
会
］

二
月

一二
日
（七

一
歳
）

三
月
二

一
日
（八
四
歳
）

四
月
　
一二
日
釜
ハ
四
歳
）

四
月
　
四
日
（九
六
歳
）

五
月
二
二
日
（七
六
歳
）

六
月
三
〇
日
（九
六
歳
）

七
月

一
七
日
（九
七
歳
）

七
月
二
人
日
（八
五
歳
）

八
月
　
ニハ
日
（七
七
歳
）

八
月

一
三
日
（七
四
歳
）

〇
月
　
エハ
日
（八
五
歳
）

〇
月
二
七
日
（八
七
歳
）

一
月
　
七
日
（九
三
歳
）

二
月
二
〇
日
（八

一
歳
）

〇
月
二
四
日
（七
八
歳
）

岩
崎
　
拓
治
　
令
和
七
年

［
邑

智

郡
警

友

会

］

高
山
　
直
樹
　
令
和
七
年

一江

津

警

友

会

】

平
木
　
正
季
　
令
和
六
年

一

佐
々
木
兼
幸
　
令
和
七
年

［
浜

田
警

友

会

］

大
賀
　
　
勲
　
令
和
六
年

一

佐
々
木
悦
二
　
令
和
七
年

［
益

田
警

友

会

］

小
林
　
　
学
　
令
和
七
年

永
一昌
　
　
茂
　
令
和
七
年

永
見
　
　
浩
　
令
和
七
年

［
島

後

警

友

会

］

山
根
　
岩
男
　
令
和
七
年
　
八
月

一
七
日
（七
九
歳
）

扇
畑
　
隆
吉
　
令
和
七
年

永
田
　
　
存
　
令
和
七
年

福
間
　
昌
実
　
令
和
七
年

渡
利
　
洋

一　

令
和
七
年

渡
邊
　
　
恵
　
令
和
七
年

小
田
鹿
津
児
　
令
和
七
年

天
津
　
工里

一　
令
和
七
年

遠
藤
　
俊
麿
　
令
和
七
年

糸
賀
　
　
一早
　
令
和
七
年

度
江
　
　
章
　
令
和
七
年

中
元
　
　
孝
　
令
和
七
年

一

高
井
　
隆
明
　
令
和
七
年

一

井
原
　
文
吉
　
令
和
七
年

一

［
安

来

警

友

会

］

川
部
　
邦
夫
　
令
和
七
年

奈
良
井
　
朗
　
令
和
七
年

一

［出
雲
警
友
会
］

漆
谷
　
悦
男
　
令
和
七
年
一
〇
月
三
一
日
（七
三
歳
）

［大
田
警
友
会
］

八
月
　
一
一日
盆
全
ハ
歳
）

六
月

一
七
日
（七
三
歳
）

二
月
二
四
日
（八
九
歳
）

四
月
二

一
日
金
ハ
九
歳
）

二
月
三

一
日
（人
七
歳
）

一
月
　
八
日
（八
九
歳
）

一
月
　
五
日
盆
全
ハ
歳
）

一
月
　
七
日
（八
〇
歳
）

四
月

一
五
日
（七
九
歳
）

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

警
友
会
員
及
び
そ
の
配
偶
者
が
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
所
属

し
て
い
る
警
友
会
及
び
県
警
友
会
連
合

会
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

地区警友会の会員数状況

囲
□

1出雲 |
1913名
|'は ||

4071名 安来地区
31名田‐．．名

大
和
雲南地域
15'名 |

津
名
江
一３‐ 識為浜田

70名益田
61名

鹿足郡
11名

(R71130現在の会員数)
瞥1亀:ご
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瘍晰硫蝙核咸蝙畿
薩褥嘔颯雉螂☆

〇警察の仕事内容
○讐察学機の焦瀬
○採用試験情報
○体暇・福利厚生
などにつllて議用し春す♪

いつでも。悪範翁鶴Oκ です J
お気軽にお申込みください♪

杢式::ヽき

□柔I言8
::l[1爵 Il嬌

薩

新卒の有・転職希襲0育
一緒に島幅県て働いてみ
ませんか?

鶯豊:う悪18驚 I・ l簗
:薄含1 糧亀:蜃票乳署

=二
薫。u@「轟哺鶴ane ttp

華職′
'1言

,|1 繭艤醸電盆議編032・ 764千澪薄鋳難:ゞ‖
=:30ヽ
171131                   お黛`市ξん=   を ろう 事

L方採用】

中国四国管区警察局 島根県情報通信部
察 〒690-8510

松江市殿町 8番地 1 島根県警察本部内
電話 10852260110(内 線6010・ 6011)採用担当
メール :shinlane CGA salyOumpa go Jp 趙

整
議 ]曇》iil採用HP●
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敬
百 舌協同組合からのお知らせ

儡鰤鰺饂躙鱚瞼軋鰈鰊膨蒻跛輻腑鸞

○ 最初の入院が5日 以上であれば、退院日の翌日から

180日 以内の入院は、5日未満でも1回の入院と
みなし、お支払いします。

新長期生命80をご契約中の皆様

入院共済金のお支払い条件は  |
日病気の場合は1継続して5日 以上
ヨケガの場合は 1‐日以上
入院したときに、いずれも1自 目からお支払いします。
1回の入院で120日 分(通算1,095日 )まで請求できます。

新火災共済をご契約中の皆様

火災や風水害、地震等によって建物や動産が損害を受けた場合

被害箇所、被害物、建物全景、表札等の写真を必ず撮影し、支部

担当者までご連絡ください。

損害の発生原因や被害状況を確認いたします。

連絡が遅れますと、時間の経過とともに損害

との因果関係が不明瞭となり、共済金がお支

払いできない場合があります。早めのご連絡

をお願いいたします。

お問合せ。ご相談は,警生協 島根県支都までご連絡ください。

電話 0852-26-0110 内線2791

隣の家が火元の

火事も請求対象

です。まずは支部

までご相談ください。

眩
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共済紙
大口団体割弓i32%と  |

ご存知ですか? 団体扱一括払係数  !
0.95を運乗した結果 :

※2025年 3月 1日始期契約より大口団体書J弓 1率が35%から32%へ変更となりました。割弓1率はその団体の楔 約台数と損害率をもとに毎年見直されます。

保動 嚇 期書1にご自‐宅に届く『1田子型の満期案内』に記載

鰹糠驚総裁:蓼賢留1菖鉱饉織韮たしこしま1
スマ,麒尊る新卿 ま:こちらから ⇒⇒⇒
籠お:1辞議象ヽ新規期自

'|ヽ

は,ます|,

な用わ共済←議繰め轟義●までお電話ください。

圏漆機轟難薫護農験をご菫懲約しヽただくまこ:よ

団体扱自動車保険を楔 約しヽただぐこは、保険契約者・記名被保険者 に契約のお車を主に使用される方)・車両所有者のしずれもが、以下の方であることが

条件となります。

①保険契約者 :団体に勤務され、毎月給与の支払いを受|ナてしヽる方 (団体が保険加入を認めている退職者を含みます。)

②記名被保険者 :保険契約者鉢 人、その配偶者、保険契約者またはその配偶者の同居のご親族、別居の扶養親族のうちいずれかの方

0車両所有者 :保険契約者鉢 人、その西3偶者、保険契約者またはその配偶者の同居の講動矢、別居の扶養親族のうちしずれかの方

(注1)扶養親族とは所得税罐 除対象となる扶養親族または健康保険:こおける扶養親族をいいます。
(注2)所有権留保条項付売菫契約:こより購入した自動車の購入者、1年以上を期間とする貸借契約により僣入れた自動車の借入者も上記の車両所有者と

みなします。
●保険期間の途中で対象外となつた場合

保険期F・5の途中で対象外となつ場 合、次回の更改時から肇察共済組合団体扱自動車保険の勝 」用はできません。

鐵

瘍たいよう共済 島根支店
圏新火災

あいおしヽニッセイ同和損保

東京海上国動

三井住友海上

0120-25-7474
0120-024… 024
0120-119-110
0120-258-365

〒690-0887 松,I市殿町516番地
山陰鴻池ビル2階

Tel:0852-27-0566    Fax:0852-27-8679
Mall i shirrlane③ talyokyosai.jp

42024● 12月承認)●‐24-00000



第40号 塾
昌 ねまし 令和 8年 1月 5日 00

警察共済組合

: 更新鱗         犠さしヽ。
繊⑬轍鶴年3繭彎爾鰺難契約より大国爾修鐵響‡率が
機轟%から320/0へ甕菫となりました。

<国内損保A社の場合>

こ契約条件

. <始期F3:2025年 3月 1日 > 保険期間 :1年 ●自家用普通乗用車 等級 ;20等級 (事故有係数適用期間0年)運転者年令条件 : |
1 35才以上補償 (記名被保険者年令67才、記名被保険者年令別料率区分60～ 69才 )料率クラス :車両8・ 対人・自損8・ 対物8・ 傷書8 1
1 初度登録年月 :令和3年 12月 新車割

=1 
運転免許証の色 :ゴールド 使用目的 :日常・レジャー使用 ●対人賠償保険 :無制限 対人 |

‐ 臨時費用特約あり 対歩行者等傷害特約あり 対物賠償保険 :策制限 (免責金額なし)対物超過修理費用特約あり 人身傷書保険 : :
1 5,000万円 傷書一時金特約あり 搭乗者傷書 (死亡・後遣障害)特約 :1,000万円 車両保険 (一般補償)1250万円 (免責0‐ 10万円) |
全損時諸費用特約あり 弁護士費用 (自動車事故型)特約あり 車両保険無過失事故特約あり 不正アクセス・車両の欠陥等による事故の |
‐ 被害者救済費用特約あり 心神喪失等による事故の被害者救済費用特約あり El― ドサービス費用特約あり 代車補償対象外特約あり |
| ドライブレコーダーによる事故発生の通知等に関する特約あり 運転特性情報による保険料算出に関する特約あり 入院・後遺障害におl」 :

| る人身傷害諸費用特約あり 人身傷害家族臨時交通費用特約あり

このチラシは団体扱自動車保険の概要を説明したものです。こ契約にあたつては必ず各社商品バンフレットおよび「重要事項のこ説明」をあわせてこ覧
ください。また、詳しく|よ、「ご契約のしおり (普通保険約款 特約)」 をこ用意していますので、取扱代理店また|よ言1受保険会社までむ請求くださしヽっ
ご不明な点につきましては、取扱代理店または引受保険会社にお問合わせください。

注)大口団体割3:率 320/●は、2025年 3月 1日から2026年 2月 28日のrgtlt始期日を有するむ契約に適用され、警察共済組合のこ契約台数と損害率をも
とに毎年見直されます。35.4%割安とは、大口団体割引32%と団体扱―括払係数 (0.95)を連乗したものです。

摯
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賊 警察共済細含 島根県支部
鞭

鯰 た郡よう共済島根支店 80852-27-0566

スマホによる新規
お見積り13こぢら

E‐腑誡shirYlane@talyokyosaijp


